
令和４年４月臨時会、６月定例会が開催され活発な論議が交わされました。
　

令
和
４
年
４
月
臨

時
会
は
、４
月
19
日
と

４
月
20
日
に
開
か
れ
、

第
68
号
議
案「
特
定
複

合
観
光
施
設
に
係
る
区

域
整
備
計
画
の
認
定
申

請
に
つ
い
て
」が
上
程

さ
れ
、原
案
の
と
お
り

可
決
し
閉
会
し
ま
し
た
。

  

令
和
４
年
６
月
定
例

会
は
、６
月
６
日
か
ら

７
月
１
日
ま
で
開
か

れ
ま
し
た
。

　

開
会
初
日
は
、「
令

和
４
年
度
長
崎
県
一

般
会
計
補
正
予
算（
第

３
号
）」な
ど
の
議
案

が
上
程
さ
れ
、大
石
知

事
が
県
政
の
重
要
事

項
に
つ
い
て
報
告
し
、

当
面
す
る
諸
課
題
に

つ
い
て
所
信
を
述
べ

る
と
と
も
に
、提
出
議

案
に
つ
い
て
提
案
理

由
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

　

一
般
質
問
で
は
、16

名
の
議
員
が
登
壇
し
、

知
事
の
政
治
姿
勢
、県

民
の
安
心
安
全
、県
庁

舎
跡
地
活
用
、I
R
、

県
央
地
域
の
諸
課
題
、

離
島
や
島
原
半
島
及

び
産
業
や
観
光
経
済

振
興
対
策
、小
規
模
事

業
者
支
援
、土
木
や
教

育
行
政
な
ど
様
々
な

事
項
に
つ
い
て
活
発

な
論
議
が
交
わ
さ
れ

ま
し
た
。

　

補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、各
分
野
の
デ
ジ

タ
ル
化
や
D
X
の
推

進
、ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ

支
援
等
の
新
た
な
取

組
、県
民
に
し
っ
か
り

寄
り
添
う
施
策
に
要

す
る
経
費
に
つ
い
て

編
成
さ
れ
、一
般
会
計

６
８
６
億
２
９
９
２

万
４
千
円
の
増
額
補

正
と
な
り
、本
年
度
の

一
般
会
計
の
歳
入
歳

出
予
算
額
は
、７
５
６

９
億
５
６
３
１
万
４

千
円
と
な
り
、昨
年
度

の
当
初
予
算
と
比
べ
、

83
億
２
５
１
０
万
２

千
円
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

　

本
定
例
会
で
は
、予

算
議
案
を
含
め
37
件
の

議
案
を
原
案
の
と
お
り

可
決
、承
認
、同
意
す
る

と
と
も
に
、「
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
」な
ど
５
件

の
意
見
書
等
を
可
決

し
、閉
会
し
ま
し
た
。

常 任 委 員 会

一 般 質 問

４月臨時会・６月定例会

・予算　　　　５件（可決）
・条例　　　　５件（可決）
・事件　　　　５件（可決）
・人事　　　　４件（同意）
・専決　　　１７件（承認）

知事提出の議案

・議員派遣　　１件（可決）
・意見書　　　４件（可決）
・決議　　　　１件（可決）

議員等提出の案件

議
長
就
任
あ
い
さ
つ

　

長
崎
県
議
会
議
長
に
ご
選
任
い
た
だ
き
ま
し

た
中
島　

義
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
さ
れ

た
方
々
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
と

と
も
に
、医
療
従
事
者
を
は
じ
め
と
す
る
関
係

者
の
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

県
議
会
に
お
き
ま
し
て
も
、感
染
症
対
策
に

力
を
注
ぎ
ま
す
と
と
も
に
、度
重
な
る
感
染
拡

大
を
受
け
、様
々
な
分
野
に
大
き
な
経
済
的
影

響
が
生
じ
て
お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、社
会
経
済

活
動
の
回
復
・
拡
大
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
県
は
、若
者
の
転
出
超
過
に
よ
る
人

口
減
少
、九
州
新
幹
線
西
九
州
ル
ー
ト
の
整
備

促
進
、特
定
複
合
観
光
施
設（
Ｉ
Ｒ
）区
域
整
備

の
推
進
な
ど
、多
く
の
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
取
り
組
み
、県
勢
発

展
の
た
め
に
誠
心
誠
意
努
力
し
て
ま
い
る
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、な
お
一
層
の
ご
指
導
、ご
支

援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 長崎県議会議長

中島　廣義

【質問】交通局の経営状況に関し、燃油価格の高騰
は、営業費用に影響があると思われるが、今後、早
期に黒字化を目指すにあたってどのように取り組
むのか。
【答弁】昨年度は、中期経営計画に沿って、人件費や
各種経費の削減を行うとともに、リムジンバスの
利用増加や貸切バスの受注の増加により、赤字縮
減を行うことができた。一刻も早い黒字化を目指
すため、今後も社会情勢を注視し、共同経営によ
る路線の効率化や投資の抑制、資産活用などに努
め、経営の立て直しを図ってまいりたい。
【主な論議事項】公共工事等の発注状況/新・ご当
地グルメの取組/旅行割引キャンペーン/川口ア
パート建替事業について等

観光生活建設委員会 委員長／石本 政弘

【質問】長崎県事業復活支援給付金事業費に関し、
当初の想定を超える多くの申請があったことから、
今回給付金の増額補正を行うとのことだが、申請
が増加した要因をどのように分析しているのか。
【答弁】物価高騰等の影響が、県内の幅広い事業者
に及んでいることが伺われる。また、本給付金の
申請要件となる国の事業復活支援金について、県
独自で申請サポート窓口を県下７箇所に設けるな
ど、事業者に対し、きめ細かに支援したことが考え
られる。
【主な論議事項】本県の財政状況と財政運営につ
いて／人口減少対策について／子どもの医療費
助成について／公共交通事業継続緊急支援費に
ついて等

予算決算委員会 委員長／松本 洋介

【質問】アフターコロナに向けた製造業の振興に
関し、成長産業ネクストステージ投資補助事業に
おいては、これまで約40億円を採択してきたが、
今後の雇用拡大や発注増をどのように見込んで
いるのか。
【答弁】この補助金においては雇用維持計画の策
定や、県内企業への波及効果を高めるための県内
発注計画の策定を求めている。これらの事業計画
をもとに、今後２年間で新規雇用325人が創出さ
れるほか、今後10年間で約320億円の県内発注が
見込まれることから、事業計画の進捗確認を含
め、しっかりと進めてまいりたい。
【主な論議事項】漁業所得向上対策について/水田
を活用した水田農業について等

農水経済委員会 委員長／山下 博史

【質問】私立学校における体罰・いじめ根絶に向け
て、どのような取組を行っているのか。
【答弁】校長会・教頭会での啓発に加え、教頭・副校
長との面談などを行い、他校の情報等を紹介し、
新しい気付きを持ってもらうよう取り組んでい
る。また、いじめ対策として、今年度から新たに、公
私立の教頭を対象に研修を行い、それを自校の教
職員に伝達する取組も行っている。今後もあらゆ
る機会を捉え、体罰・いじめ根絶に向けて、私立学
校教職員の意識徹底を図っていきたい。
【主な論議事項】県立高校への文理探究科設置に
ついて／手話言語条例の制定に向けた検討につ
いて／マスク着用のルールについて／保育士の処
遇改善について等

文教厚生委員会 委員長／下条 博文

【質問】長崎空港からＩＲへの海上輸送に関し、イン
バウンドや県外からの誘客については、長崎空港
が重要な交通拠点と考える。空港からＩＲまでの輸
送計画はどのようになっているのか。
【答弁】ＩＲへの純来訪者数は673万人を予定して
おり、長崎空港の利用者は、150万人弱の増加に
なると考える。また、長崎空港の利用者のうち、約
７割が海上輸送で移動するものと想定している。
現在、長崎空港とハウステンボス間を約50分で運
航しているが、30分で運航できる高速船と、約70
分をかけて大村湾を周遊する遊覧船の運航を予
定している。
【主な論議事項】ニセ電話詐欺対策について/新幹
線のフル規格化について等

総務委員会 委員長／北村 貴寿

可決された意見書

〇地方財政の充実・強化を求める意見書
〇少人数学級・教職員定数の改善に係る
意見書
〇骨髄移植ドナーに対する支援の充実
に関する意見書
〇国土強靱化のさらなる推進に向けた
意見書

可決された決議
〇２０２３年G7関係閣僚会合の長崎開
催を求める決議

　７月1日に開催した議長記者会見では、はじめに坂本智徳前
議長から退任の挨拶がありました。
　その後、新議長に就任した中島　義議長が就任の挨拶の中
で、県の様々な課題解決のため、二元代表制の一翼を担う県議
会がその役割と責務を果たすことが重要であると述べ、「佐賀
県議会との連携」、「議会のデジタル化」、「県立大学との連携」
など、これまで坂本前議長が行って来た改革の取組を継続し、
公正かつ円滑な議会運営に努めたいと抱負を述べました。

議長記者会見 　長崎県立大学と令和3年3月23日に締
結した包括連携協定に基づき、5月23日、
県立大学において、学生の県議会に対する
理解促進と主権者としての自覚の育成を
図ろうと千住良治議員が「100年に一度
の変革期を迎えて～長崎県政の課題と取
り組み～」をテーマとして、参加した約
220人の学生に対し講演を行いました。

県立大学での議員講演 　開かれた議会の推進、コスト縮減等を目指し、６月
定例会から議会資料のペーパーレス化を試行して
います。
　ペーパーレス化ではタブレット機器等のリース経
費等が毎年発生しますが、印刷費等の削減により、
年間約560万円の収支改善効果が見込まれます。
　試行期間で課題を整理しながら、本格導入に向け
た検討を進めていきます。

議会のペーパーレス化

提供／長崎県議会　　　　　お問い合わせ先／議会事務局（政務調査課）　TEL ０９５（８９４）３６３４

お知らせ

動画配信

本会議・委員会の中継・録画配信を行ってい
ます。一般質問の表題横のQRコードから当
該一般質問の録画にアクセスできます。

次回定例会

テレビ放送

次回の定例会は、令和４年９月１２日（月）に開会予定です。

「県議会リポート」　令和４年７月３１日（日）　１３：５５～１４：２５
NCC長崎文化放送　５ch

〇平成8年2月～令和4年3月定例会の本会議・常任委員会
〇平成24年4月～令和4年4月分の特別委員会
〇本会議･委員会は、原則としてだれでも傍聴できます。

ホームページ・会議録 ただし、新型コロナウイルス感染症対策として密集を避ける
ため、令和４年６月定例会については、議場の利用できる傍
聴席数を150席（車いす利用席及び親子傍聴席を含む）に限
定しました。（委員会室の利用できる傍聴席数は10席に限定）

長崎県議会

会議録全文を掲載しています。

【
質
問
】防
災
・
減
災
、国
土
強

靱
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速

化
対
策
の
予
算
要
求
の
方
針

と
今
後
の
継
続
の
た
め
の
取

組
は
。

【
答
弁
】県
民
の
生
命
・
財
産
・

暮
ら
し
を
守
り
、産
業
を
支
え

る
た
め
、現
在
の
加
速
化
対
策

の
予
算
を
最
大
限
確
保
し
確

実
に
進
め
る
。ま
た
、５
か
年

加
速
化
対
策
後
も
必
要
な
予

算
を
確
保
し
、継
続
的
、安
定

的
に
取
組
を
進
め
て
い
く
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
お
り
、今
後
も
国
に

対
し
て
し
っ
か
り
と
働
き
か

け
て
ま
い
り
た
い
。

国土強靱化対策
について
徳永　達也〈雲仙市/自由民主党〉

【
質
問
】県
庁
舎
跡
地
整
備
基

本
構
想
が
示
さ
れ
た
が
、具
体

的
な
今
後
の
進
め
方
は
。

【
答
弁
】今
後
、基
本
構
想
に
基

づ
き
、暫
定
供
用
の
実
施
に
向

け
た
整
地
や
舗
装
な
ど
の
基

礎
的
な
工
事
を
進
め
て
ま
い

り
た
い
。ま
た
、早
期
の
に
ぎ

わ
い
の
創
出
に
向
け
、旧
県
庁

正
面
玄
関
跡
や
第
一
別
館
跡

付
近
は
、今
年
秋
頃
を
目
途

に
、県
民
の
皆
様
が
利
用
可
能

な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
を
整

備
す
る
と
と
も
に
、利
用
状
況

等
を
検
証
の
上
、建
物
等
の
規

模
や
配
置
な
ど
、そ
の
後
の
整

備
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

県庁舎跡地について

外間　雅広〈佐世保市・北松浦郡/自由民主党〉
【
質
問
】国
に
申
請
を
し
た
長

崎
県
案
に
つ
い
て
、ポ
イ
ン

ト
、提
案
概
要
の
説
明
を
。

【
答
弁
】ア
ジ
ア
と
の
近
接
性

を
活
か
し
た
集
客
、多
種
多
様

な
観
光
資
源
を
活
か
し
た
広

域
周
遊
観
光
、オ
ー
ル
九
州
に

よ
る
推
進
体
制
な
ど
、独
自
の

優
位
性
が
あ
り
、誘
客
に
お
い

て
も
、ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
と
の

相
乗
効
果
が
期
待
で
き
る
。ま

た
、国
の
要
求
水
準
を
上
回
る

規
模
を
備
え
た
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施

設
や
宿
泊
施
設
、ジ
ャ
パ
ン
・

ハ
ウ
ス
や
メ
デ
ィ
カ
ル
モ
ー

ル
な
ど
、特
徴
あ
る
施
設
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

九州・長崎ＩＲの国の
認定について
田中　愛国〈佐世保市・北松浦郡/自由民主党〉

【
質
問
】広
島
の「
黒
い
雨
」裁

判
の
判
決
が
確
定
し
た
が
、こ

れ
を
機
に
、長
崎
の
被
爆
体
験

者
の
全
面
救
済
を
目
指
し
、被

爆
地
域
の
拡
大
を
国
に
強
く

要
望
す
べ
き
で
は
。

【
答
弁
】県
と
し
て
は
、第
一
種

健
康
診
断
特
例
区
域
の
拡
大

は
、被
爆
地
域
の
拡
大
と
同
様

に
、被
爆
体
験
者
の
救
済
に
つ

な
が
り
得
る
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
た
め
、第
一
種
健
康
診
断

特
例
区
域
等
の
分
析
、検
証
を

進
め
、早
急
に
結
論
を
出
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、長
崎
の「
黒

い
雨
」等
に
係
る
認
定
、救
済

と
併
せ
、国
に
要
望
し
て
ま
い

り
た
い
。

「被爆体験者」救済へ
むけた課題
坂本　浩〈長崎市/改革２１〉

【
質
問
】国
の
施
策
の
方
向
性

や
社
会
情
勢
の
変
化
、本
県
水

産
業
の
将
来
展
望
を
見
据
え
、

県
は
、水
産
業
を
ど
の
よ
う
に

成
長
さ
せ
て
い
こ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】国
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ

ン
型
養
殖
の
推
進
な
ど
新
た

な
方
向
性
を
示
す
中
、本
県

は
、養
殖
適
地
が
多
く
、中
国

な
ど
に
近
い
優
位
性
も
あ
る
。

輸
出
拡
大
に
は
、安
定
生
産
と

計
画
的
な
出
荷
が
可
能
な
養

殖
の
生
産
力
強
化
が
鍵
で
あ

り
、大
学
な
ど
と
連
携
し
た
沖

合
へ
の
進
出
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
活
用
等

の
先
進
的
な
養
殖
へ
の
挑
戦

な
ど
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

今後の水産業の方向性
と県の取組について
近藤　智昭〈南松浦郡/自由民主党〉

【
質
問
】知
事
は
目
指
す
新
し

い
長
崎
県
像
と
し
て
、ど
の
よ

う
な
姿
を
描
い
て
い
る
の
か
。

【
答
弁
】子
育
て
支
援
や
医
療
、

福
祉
、介
護
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

充
実
さ
せ
、全
世
代
の
皆
様
方

が
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
安

全
・
安
心
に
暮
ら
し
続
け
ら
れ

る
社
会
を
作
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、若
者
や
女
性
等
の
チ
ャ

レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
と
と

も
に
、本
県
の
様
々
な
魅
力
を

積
極
的
に
発
信
し
、県
内
外
の

多
く
の
皆
様
か
ら
注
目
さ
れ

る
、選
ば
れ
る
長
崎
県
を
目
指

し
な
が
ら
、
県
民
と
一
緒
に

な
っ
て
、新
し
い
長
崎
県
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
。

目指す長崎県像
について
中山　功〈長崎市/自由民主党・県民会議〉

【
質
問
】地
域
農
業
を
牽
引
す

る
女
性
農
業
者
の
育
成
に
つ

い
て
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。

【
答
弁
】本
県
農
業
の
活
性
化

の
た
め
に
は
、女
性
の
農
業
経

営
へ
の
積
極
的
な
参
画
が
必

要
と
考
え
て
い
る
。地
域
農
業

を
牽
引
す
る
農
業
女
性
リ
ー

ダ
ー
を
育
成
す
る
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
研
修
会
の
新
た
な
開

催
や
、税
理
士
等
の
専
門
家
に

よ
る
支
援
を
行
う
農
業
経
営

者
サ
ポ
ー
ト
事
業
な
ど
に
よ

り
、女
性
が
農
業
を
通
し
て
地

域
社
会
で
活
躍
で
き
る
場
の

拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
。

地域農業をけん引する
女性農業者の育成について
大場　博文〈島原市/自由民主党〉

【
質
問
】教
員
の
な
り
手
不
足

は
、長
時
間
労
働
が
大
き
な
要

因
だ
と
思
う
が
、ど
の
よ
う
に

考
え
る
か
。ま
た
、教
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
な
取
組
を
進
め
る
の
か
。

【
答
弁
】現
在
、働
き
方
改
革
に

取
り
組
む
こ
と
で
、教
員
の
長

時
間
労
働
は
減
少
傾
向
に
あ

る
が
、教
員
の
分
業
化
を
進
め

る
こ
と
が
重
要
。ま
た
、労
働

時
間
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、

教
師
自
身
が
働
き
が
い
を
実

感
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要

が
あ
る
。さ
ら
に
、教
職
の
魅

力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
等
、

様
々
な
視
点
か
ら
教
員
の
な
り

手
不
足
の
解
消
に
つ
な
げ
る
取

組
を
進
め
た
い
。

教員のなり手不足の
解消について
久保田　将誠〈長崎市/自由民主党〉

【
質
問
】本
事
業
の
こ
れ
ま
で

の
成
果
は
。

【
答
弁
】県
内
経
済
と
雇
用
を

下
支
え
す
る
た
め
、成
長
分
野

に
進
出
す
る
県
内
企
業
を
支

援
す
る
事
業
と
し
て
、こ
れ
ま

で
計
４
回
、総
額
37
億
８
０
０

０
万
円
の
予
算
を
措
置
し
、合

計
１
９
４
件
の
事
業
を
採
択

し
た
。造
船
プ
ラ
ン
ト
分
野
に

お
い
て
、海
外
で
の
製
造
か
ら

県
内
回
帰
す
る
事
例
や
、医
療

関
連
企
業
が
県
内
に
進
出
し

た
事
例
な
ど
、本
事
業
全
体

で
、今
後
２
年
間
で
３
０
０
人

を
超
え
る
雇
用
創
出
や
、今
後

10
年
間
で
約
３
２
０
億
円
の

県
内
発
注
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。

長崎県成長産業ネクスト
ステージ投資促進事業について
中村　泰輔〈長崎市/改革２１〉

【
質
問
】毎
年
、全
国
的
に
水
難

事
故
で
多
く
の
児
童
生
徒
が

命
を
落
と
し
て
い
る
。水
難
事

故
防
止
の
た
め
の
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
の
啓
発
に

関
す
る
取
組
は
。

【
答
弁
】こ
れ
ま
で
も
夏
休
み

前
に
は
、各
学
校
に
対
し
て
、

危
険
箇
所
に
お
け
る
遊
泳
の

禁
止
や
泳
ぐ
前
の
体
調
管
理

な
ど
を
通
知
し
て
、児
童
生
徒

へ
の
指
導
の
徹
底
を
図
っ
て
い

る
が
、今
年
度
か
ら
は
、水
難

事
故
防
止
に
有
効
な
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
活
用
に
つ
い

て
も
、こ
の
通
知
に
盛
り
込
む

こ
と
で
、一
層
の
事
故
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
。

ライフジャケット
着用の推進について
北村　貴寿〈大村市/自由民主党〉

【
質
問
】ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
攻
、北
朝
鮮
に
よ
る
脅
威

の
増
大
な
ど
不
安
定
な
時
代

に
、県
は
、さ
ら
に
高
度
な
情

報
収
集
や
県
警
と
の
連
携
、よ

り
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
米
軍
や
自

衛
隊
と
の
連
携
の
た
め
基
地

対
策
専
門
の
組
織
を
設
置
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
弁
】世
界
情
勢
が
不
安
定

さ
を
増
し
、国
の
防
衛
力
の
強

化
が
議
論
さ
れ
て
い
る
中
、県

と
し
て
も
、関
係
自
治
体
と
連

携
し
た
基
地
対
策
を
促
進
し
、

国
防
を
担
う
自
衛
隊
と
有
事

に
備
え
た
一
層
の
連
携
強
化

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、組

織
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
る
。

世界秩序の変化と
長崎県の役割について
山下　博史〈佐世保市・北松浦郡/自由民主党〉

【
質
問
】県
庁
舎
跡
地
の
重
層

的
な
歴
史
や
県
内
各
地
の
魅

力
を
体
感
し
て
い
た
だ
く
た

め
の
情
報
発
信
機
能
と
し
て

は
、最
先
端
の
Ｖ
Ｒ
技
術
を
導

入
す
る
こ
と
が
効
果
的
で
は

な
い
か
。

【
答
弁
】Ｖ
Ｒ
な
ど
の
先
端
技

術
を
用
い
た
情
報
発
信
は
、県

庁
舎
跡
地
の
歴
史
の
変
遷
や

世
界
遺
産
、県
内
各
地
の
魅
力

を
体
感
し
て
い
た
だ
け
る
有

効
な
手
法
の
一
つ
と
考
え
て
い

る
。今
後
、Ｖ
Ｒ
を
含
め
て
先

端
技
術
を
活
用
し
た
情
報
発

信
に
つ
い
て
の
研
究
を
深
め
、

県
庁
舎
跡
地
に
お
け
る
利
活

用
を
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

県庁舎跡地活用
について
下条　博文〈長崎市/自由民主党〉

【
質
問
】長
崎
県
商
工
会
連
合

会
が
行
う
新
た
な
取
組
に
対

す
る
県
の
支
援
や
、積
極
的
な

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
に
つ
い
て
の
県

の
見
解
は
。

【
答
弁
】地
域
の
特
性
を
活
か

し
て
、域
外
需
要
の
獲
得
を
図

る
小
規
模
事
業
者
等
を
、商
工

会
と
連
携
し
て
支
援
す
る
こ

と
に
よ
り
、地
域
経
済
の
維

持
、発
展
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
。今
後
、感
染
症
の
影
響
や

デ
ジ
タ
ル
社
会
の
進
展
な
ど

を
踏
ま
え
、商
工
会
や
県
商
工

会
連
合
会
な
ど
、関
係
機
関
と

十
分
に
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

ど
の
よ
う
な
取
組
が
有
効
で

あ
る
の
か
、検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

地域の事業者を支える
商工会支援の拡充について
吉村　洋〈佐世保市・北松浦郡/自由民主党・県民会議〉

【
質
問
】中
学
校
の
部
活
動
の

地
域
移
行
の
内
容
、今
後
の
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
及
び
中
体
連
の

参
加
資
格
は
。

【
答
弁
】国
は
、令
和
５
年
度
か

ら
３
年
間
を
め
ど
に
、ま
ず
は

休
日
の
運
動
部
活
動
か
ら
段

階
的
に
地
域
移
行
し
て
い
く

方
針
を
示
し
て
お
り
、具
体
的

な
制
度
設
計
が
示
さ
れ
次
第
、

県
の
推
進
計
画
の
策
定
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。
ま

た
、今
後
の
地
域
移
行
を
見
据

え
、来
年
度
の
全
国
中
学
校
体

育
大
会
は
、学
校
単
位
に
加
え

て
、地
域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
等

の
出
場
も
可
能
に
す
る
と
聞

い
て
い
る
。

部活動の地域移行についての
内容と今後のスケジュール
千住　良治〈諫早市/自由民主党〉

【
質
問
】長
崎
に
夜
の
賑
わ
い

を
創
り
出
そ
う
と
す
る「
長
崎

版
プ
レ
ミ
ア
ム
・
フ
ラ
イ

デ
ー
」（
仮
称
）な
ど
、飲
食
店

や
公
共
交
通
を
含
め
た
経
済

刺
激
策
と
な
る
民
間
の
様
々

な
動
き
に
、行
政
の
後
押
し
が

検
討
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】夜
の
賑
わ
い
を
取
り

戻
し
て
い
く
た
め
に
は
、飲
食

店
な
ど
の
経
営
環
境
、交
通
の

確
保
、働
く
人
の
労
働
環
境
な

ど
様
々
な
条
件
が
整
う
こ
と

が
必
要
と
考
え
て
い
る
。こ
う

し
た
状
況
の
中
で
夜
の
賑
わ

い
を
取
り
戻
し
て
い
く
た
め

に
ど
の
よ
う
な
手
だ
て
が
で

き
る
か
議
論
し
て
ま
い
り
た

い
。

長崎版プレミアム・
フライデー（仮）について
赤木　幸仁〈長崎市/改革２１〉

【
質
問
】新
幹
線
開
業
後
の
Ｊ

Ｒ
長
崎
本
線
の
普
通
列
車
の

運
行
ダ
イ
ヤ
計
画
に
つ
い
て
、

利
便
性
の
低
下
を
懸
念
す
る

意
見
が
あ
る
が
、Ｊ
Ｒ
九
州
へ

運
行
ダ
イ
ヤ
計
画
を
見
直
す

よ
う
に
、積
極
的
な
働
き
か
け

が
で
き
な
い
か
。

【
答
弁
】Ｊ
Ｒ
九
州
に
対
し
、可

能
な
限
り
乗
換
が
生
じ
な
い

よ
う
行
き
先
を
延
ば
す
こ
と

や
、乗
換
が
生
じ
る
場
合
で

も
、同
一
ホ
ー
ム
で
対
面
乗
換

が
で
き
る
よ
う
働
き
か
け
る

な
ど
、引
き
続
き
、Ｊ
Ｒ
長
崎

本
線
の
利
便
性
の
確
保
に
努

め
て
ま
い
り
た
い
。

西九州新幹線開業後の
JR長崎本線について
坂口　慎一〈諫早市/自由民主党〉


